
地共済パッケージ型福利厚生サービス業務企画提案書作成要領 

   

１ 様式等  

（１）企画提案書の様式は、別添「地共済パッケージ型福利厚生サービス業務公募 各様式」の

様式６及び様式６-別紙１を使用してください。  

（２）様式６は、Ａ４版縦としてください。 

（３）様式６-別紙１は、Ａ４版縦（両面）としてください。各欄の大きさは、適宜調整しても

構いません。また、調整に伴い、５０ページまで枚数を増やしても構いません。  

（４）様式６-別紙１は、任意様式での提案資料の提出に代えることができます。ただし、「２ 

企画提案書作成上の留意事項」の各項目が含まれた内容としてください。 

（５）様式６-別紙１を任意様式での提案資料の提出に代える場合は、Ａ４版縦または横（両

面）で５０ページ以内としてください。 

                                                                 

２ 企画提案書作成上の留意事項  

企画提案書に記載する項目は、「地共済パッケージ型福利厚生サービス業務公募仕様書」の

「５ 委託業務の内容（提案条件）」及び審査に必要な次の事項です。また、仕様書の内容を満

たしていない提案は無効となりますので、注意してください。 

（１）会社（法人）概要  

     様式に沿って各項目を記入してください。  

（２）過去に実施した本業務と類似する業務実績  

過去に国・地方公共団体又はそれらの共済組合等との間で契約・履行した類似・関連業務

の実績を記載してください。  

（３）委託業務の内容に係る提案  

委託業務の内容（提案条件）に係る提案には以下の事項を含め、可能な限り詳細な内容を

示してください。 

 ア パッケージ型福利厚生サービス提供業務 

 （ア）割引等メニュー数 

 （イ）割引等メニューの内容（割引方法、割引率等） 

※「組合員等の福利厚生に係る外部委託業務公募仕様書」の「５（１）ア～カ」のサービ 

スカテゴリー毎の内容がわかるように記載すること。 

 

イ 独自宿泊支援（助成）提供業務 

  前提条件として、「北海道内の宿泊施設限定であること」及び「利用可能人数に上限を

設けないこと」を踏まえて記載すること。 

 （ア）対象施設数 

 （イ）助成額（１人泊当たり） 

 （ウ）利用可能回数（１年毎の１家族当たりの人泊数） 

 ウ 利用環境の整備 

 エ 問合せ対応体制 

オ 利用促進施策及び周知方法 

 カ セキュリティ及び情報管理体制 

キ 委託業務（データ授受・利用開始・実績報告・請求等）の事務フロー 

 



 

（４）業務処理スケジュール  

契約締結から委託業務開始までのスケジュールについて、地方職員共済組合北海道支部と

の協議時期を含め、一連の流れがわかるように記入してください。 

 

（５）再委託予定の有無  

 再委託する業務がある場合は、再委託する業務の範囲や体制を詳細に記載してください。 

 なお、業務の全部又は主たる部分を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることはで

きないこととします。 

 

３ 企画提案書の提出部数 

９部（１部を原本とし、８部はコピーを提出することも可能） 

※「地共済パッケージ型福利厚生サービス業務公募仕様書」の「６ その他契約時に必要と

なる情報セキュリティ対策等」に記載の情報セキュリティ対策等に関する事前調査書類

（９部）と併せて提出してください。 

 

４ 問い合わせ先 

本業務の企画提案に関する問い合わせ先は、「地共済パッケージ型福利厚生サービス業務公

募領」の 12となります。  

  


